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令和４年６月１日 
 

ウェブサイト上で「お得な定額パック 定額パック料金は、全てが

込み込みの料金」などの広告・表示をして不用品・粗大ごみ回収サー

ビスを提供する事業者に関する注意喚起 
 

令和元年９月から、不用品・粗大ごみ回収サービス（以下「不用品等回収サービス」と

いいます。）を提供する事業者のウェブサイト上に表示された「お得な定額パック 定額

パック料金は、全てが込み込みの料金。」、「追加費用一切なし！ 定額パック料金に全て

含まれています。」などの広告を閲覧した消費者が、定額パック料金だけを支払えば不用

品等回収サービスの提供を受けられるものと思い、同サービスの提供を受けたところ、

「定額パック料金以外に、ウェブサイトに表示されていなかった処分費用等の名目で想

定していたよりも高額な料金を請求された。」といった相談が、各地の消費生活センター

などに数多く寄せられています。 

消費者庁並びに福岡県及び熊本県が合同で調査を行ったところ、ＡＤＷ株式会社及び

株式会社Ｔｒｉｐｌｅ  Ｒ（以下「本件事業者」といいます。）による、消費者の自主的

かつ合理的な選択を阻害するおそれがある行為（虚偽・誇大な広告・表示）を確認したた

め、消費者安全法（平成 21年法律第 50号）第 38条第１項の規定に基づき、消費者被害

の発生又は拡大の防止に資する情報を公表し、消費者の皆様に注意を呼び掛けます。 

また、この情報を都道府県及び市町村に提供し、周知します。 
 
 
１．対象の概要（注） 

対象事業者 所在地 対象ウェブサイト 

ＡＤＷ株式会社 

（法人番号 8011001121875） 

東京都港区六本木六丁目１

番 20号六本木電気ビル６階 

ＫＡＤＯＤＥ 

（https://kado-de.jp/） 

株式会社Ｔｒｉｐｌｅ Ｒ 

（法人番号 8290001063191） 

福岡県嘉穂郡桂川町大字寿

命 43番地７ 

不用品買取センター 

（https://www.bfh.jp/） 

（注）上記事業者の代表者はいずれも 石橋
いしばし

  一平
いっぺい

です。同名又は類似名の事業者と間

違えないよう御注意ください。 
 
 

２．具体的な事例の概要 
  本件事業者は以下のような行為を行っていました。 

(1) ウェブサイトに「お得な定額パック 定額パック料金は、全てが込み込みの料金。」、 

  「追加費用一切なし！ 定額パック料金に全て含まれています。」などと、定額で不用 

  品等回収サービスを行う旨を表示し集客を行います（別紙）。 

   本件事業者が、それぞれ運営するウェブサイト（以下「本件ウェブサイト」といいま

す。）において、追加料金のない定額パック料金で不用品等回収サービスを提供してい

るかのような広告をすることにより、消費者に、不用品等回収サービスを定額で行っ

てもらえるという印象を持たせます。 
      
(2) 訪問見積日などの日取りを決定します。 

   消費者が、前記(1)の広告を閲覧し、本件ウェブサイトに表示された本件事業者の電
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話番号に電話すると、本件事業者から委託を受けたコールセンターにつながり、以下

のように対応された消費者は、訪問見積日又は回収日の予約をします。 

    ・消費者が部屋の広さや不用品の量などを説明し、想定している定額パックでの   

回収が可能か問合わせをするも、「サイト記載の値段で大丈夫だと思いますが、   

詳細は当日の見積りになります。」などと答え、定額パック料金での回収可否に

ついて明言しません。 

    ・見積後のキャンセルは可能である旨を説明します。    
 

(3) 不用品・粗大ごみをトラックに積んだ後に、事前に説明のない費用を追加するなど 

 し、高額な回収費用を請求してきます。 

   実際の不用品・粗大ごみの回収は、本件事業者から委託を受けた別事業者が行い、回

収場所や不用品・粗大ごみをトラックに積んだ後などに、次のような対応により、消費

者が本件ウェブサイトを閲覧して認識していた定額パック料金以上の料金を請求します。 

   ＫＡＤＯＤＥについては、以下のとおり説明していました。 

    ・「定額料金以外に別途処分料が掛かる。」 

・「不用品の大きさから事業廃棄の対象となり料金が加算される。」 

・「不用品が重い。」 

・「クレジット手数料が掛かる。」 

   不用品買取センターについては、以下のとおり説明していました。         

・「ウェブサイトに掲載されている金額はトラックに荷物を平積みした場合の金額だ。」 

・「リサイクル料金が掛かる。」 

   この他にも、定額パック料金に近い仮の見積金額を提示してから、「料金は不用品を

積んだ時の高さによって変わるので、見積価格は積んでみないと分からない。」などと

言って作業前には明確な見積金額を示さず、不用品をトラックに積んだ後、「思ったよ

りも高くなった。想定していた●倍になった。」などと言って定額パック料金を大幅に

上回る料金を請求し、キャンセルを申し出た消費者に対して、「トラックに積んでいる

のでキャンセルはできない。」と言ってキャンセルに応じない場合や、「割引について

は今の時期やっていない。」と言ってインターネットの広告に表示している割引を適用

しない場合がありました。 

   なお、本件事業者は、不用品・粗大ごみの回収について本件事業者から委託を受け

た別事業者による上記の対応を把握していましたが、消費者庁が確認した限り、令和

４年５月 16日まで本件ウェブサイトの表示の変更をしていませんでした。 
 
 

３．合同調査の実施 
本件事業者のそれぞれの行為によって消費者の被害が拡大したことを踏まえ、消費者

庁は、株式会社Ｔｒｉｐｌｅ Ｒの本店が所在する福岡県及び住民に被害が及んでいた

熊本県と協力して調査を行いました。 
 
 

４．合同調査で確認した事実 
   本件事業者は、本件ウェブサイトにおいて、別紙のとおり、ＫＡＤＯＤＥについては、 

  トラックなどの絵と併せて、 

「お得な定額パック 定額パック料金は、全てが込み込みの料金。お見積り後の

追加料金など一切ありません。他社では別料金となってしまう搬出作業費・お掃
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除作業費・スタッフ追加料金・車両費・出張費・エアコン取り外し費用は一切か

からないので安心！お客様にピッタリなプランをご提案させて頂きます！込み込

みパック料金で安心！オプション以外に別途料金はかかりません！」 

「１番人気！ Ｓパック ちょっとしたお片付け＋大型家電の処分に最適！ 目

安：１．５㎡ 軽トラ以上 買い替え等 15,000円」 

「Ｍパック １人暮らしの１Ｒ～１Ｋのお部屋に最適！ 目安：３㎡ ２ｔ平車  

以上 １Ｒ・１Ｋタイプ 30,000円」 

 

不用品買取センターについては、トラックなどの絵と併せて、 

「追加費用一切なし！ 定額パック料金に全て含まれています。」 

「不用品買取パックはこれら全部コミコミ!!」 

「大変な分別や梱包も全てお任せ!! 搬出作業 階段料金（２階迄込） スタッフ追

加料金 車両費 エアコン取外し（１台迄込） 出張費 梱包作業費 分別作業費」 

「Ｓパック １人暮らし程度のお片付け！ 目安：１．５㎥ 買替え時 通常価格

15,000円（税込）が 10,000円（税込）」 

「Ｍパック １人暮らし １Ｒ～１Ｋのお部屋に最適 目安：３㎥ １Ｒ／１Ｋ 

通常価格 30,000円（税込）が 20,000円（税込）」 

 

といった、追加料金のない定額パック料金で不用品等回収サービスを提供している旨の

広告をし、その広告を閲覧した消費者は、本件事業者が提供する不用品等回収サービス

を追加料金のない定額パック料金で受けられるものと認識して申し込んでいましたが、

本件事業者が提供する不用品等回収サービスの実態は上記２⑶のとおりであり、広告・

表示の内容と異なるものでした（虚偽・誇大な広告・表示）。 

   なお、本件事業者は消費者庁の調査に対して、定額パック料金に含まれる費用は、本

件ウェブサイトに定額パック料金に含まれる費用として表示したもののみであり、本件

ウェブサイトに表示していない費用はオプションとして追加料金を請求する場合がある

との意味である、と説明しています。 
   
 

５．消費者庁から皆様へのアドバイス 
○ 定額で済むと思っていても実際は様々な理由で追加料金を請求されることがありま

す。作業前に見積りを取るなど条件をしっかり確認しましょう。 

事業者が、「料金は不用品を積んでみないと分からない。」などと言って、作業前に見

積金額を示さない、見積書を交付しない、作業内容が曖昧であるなど、事業者に不審な

点を感じた際は、契約を断るなど毅然とした対応を採りましょう。 
 
○ 高額な請求を受け、支払ってしまった場合には、すぐに最寄りの消費生活センター

などや警察に相談しましょう。 

ウェブサイトやチラシによる広告に記載された安価な料金や電話等で問い合わせた際

に聞いた料金と、実際に作業員に現場で請求された料金に相当な開きがあったり、契約

書面を受領していない場合などには、契約をしてしまった場合でも、クーリング・オフ

が認められることがあります。高額請求を受け、実際に料金を支払ってしまった場合で

も、消費生活センター等が交渉し、返金が行われた事例もありますので、すぐに、最寄り

の消費生活センター等に相談しましょう。 
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○ お住いの自治体の不用品・粗大ごみの回収方法について早めに確認しましょう。 

一般の家庭から排出される不用品・粗大ごみは、「一般廃棄物」として、お住いの自

治体や自治体から委託・許可を受けた事業者が回収をしています。 

お住いの自治体によっては、不用品・粗大ごみの回収を申し込んでから回収までに日

数を要する場合があるので、引っ越し等で不用品・粗大ごみを処分する予定がある場合

は、早めにお住いの自治体に問い合わせるなどしましょう。 

使い終わった家電４品目（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）

は、家電リサイクル法に従い適切に処分する必要があります。また、処分の際にはリサ

イクル料金等が必要です。家電小売店へ引き渡すか、市区町村の案内する方法で適切に

リサイクルしてください。 
 

 

 

 

◆ 消費者ホットライン（最寄りの消費生活センターなどをご案内します。） 

電話番号 188（いやや！） 

◆ 警察相談専用電話 電話番号 ＃9110 

 

 

 

【参考：本件に関連する注意喚起の情報】 
 

発信者 件名 URL 

消費者庁 

「鍵のレンジャー」、「鍵のレスキュー」、「鍵

の出張２４時間センター」、「鍵の１１０番２４

時間」、「鍵のラッキーセブン」、「カギの２４

時間救急車」、「カギの１１０番」、「鍵の１１

０番救急車」と称して行われる鍵の開錠・修理等

に関する役務の取引に関する注意喚起（令和４年

２月 25日） 

https://www.caa.go.jp/notice/assets/cons

umer_policy_cms103_220225_01.pdf 

独立行政法人国民

生活センター 

見守り新鮮情報 第 418号「ネット広告で見た不

用品回収 10 倍以上の料金に」（令和４年３月

８日） 

https://www.kokusen.go.jp/mimamori/mj_ma

ilmag/mj-shinsen418.html 

 

 公表内容に関する問合せ先 

消費者庁消費者政策課財産被害対策室  

 電話  ０３－３５０７－９１８７ 

 ＦＡＸ ０３－３５０７－７５５７ 

相談窓口のご案内 

※いずれも局番なし 

https://www.kokusen.go.jp/mimamori/mj_mailmag/mj-shinsen418.html
https://www.kokusen.go.jp/mimamori/mj_mailmag/mj-shinsen418.html


 

5 
 

別 紙 

 

【トップページ】 【キャンペーン】

【定額パック】

ＫＡＤＯＤＥ（https://kado-de.jp/）のウェブサイト（抜粋）
※令和４年５月16日時点



 

6 
 

 

【トップページ】 【キャンペーン】

【定額パック】

※令和４年５月16日時点
不用品買取センター（https://www.bfh.jp/）のウェブサイト（抜粋）


